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令和６年岳南排水路管理組合議会定例会（１０月）会議録 
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５ 議 事 日 程 （第１号） 

    日程第１  議長選挙について 
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日程第１  議席の指定 

日程第２  会議録署名議員の指名 

日程第３  会期の決定 

日程第４  副議長選挙について 

日程第５  報第１号  専決処分の報告について 

日程第６  認第１号  令和５年度岳南排水路管理組合会計歳入歳出決算認定 

について 

日程第７  議第４号  令和６年度岳南排水路管理組合会計補正予算について 
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午前１０時 開 会 

○総務課長（根上忠記君） 本定例会は、当組合議会議員の改選後最初の議会であります

ので、議長が選挙されるまでの間、地方自治法第１０７条の規定により、年長議員が臨時

に議長の職務を行うこととなっております。 

 出席議員中、稲葉寿利議員が年長議員でありますので、御紹介いたします。稲葉議員、

議長席へお願いいたします。 

（臨時議長、議長席に着席） 

○臨時議長（稲葉寿利議員） ただいま御紹介いただきました稲葉でございます。地方自

治法第１０７条の規定により、臨時に議長の職務を行います。何とぞよろしくお願い申し

上げます。 

 出席議員が法定数に達しておりますので、会議は成立いたしました。 

 ただいまから岳南排水路管理組合議会定例会を開会いたします。 

 直ちに会議を開きます。 

 この際、議事の進行上、仮議席を指定いたします。 

 仮議席は、ただいま御着席の議席を指定いたします。 

                                     

日程第１ 議長選挙について 

○臨時議長（稲葉寿利議員） 日程第１ 岳南排水路管理組合議会議長選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 議長選挙の方法について御意見を求めます。 

○９番（齋藤和文議員） 議長。 

○臨時議長（稲葉寿利議員） ９番 齋藤和文議員。 

○９番（齋藤和文議員） 当組合議会の議長は、今まで富士市選出の議員のうちから選出

しております。今回も同様に、議長は、富士市選出議員のうちから選出願いたく、富士市

議員さんの御相談により指名推選されますよう、お取り計らいをお願いいたします。 

○臨時議長（稲葉寿利議員） ただいまお聞きのとおり、議長については富士市選出議員

のうちから選出願い、選挙の方法は指名推選で行われたいとの御意見がございました。さ

よう決して御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認め、議長については富士市選出議員のうちから選出願い、選挙の方法は

指名推選で行うことに決しました。 

 では、富士市選出の議員の方々は御相談を願います。 



 4

 暫時休憩いたします。 

午前１０時２分 休 憩 

                                     

午前１０時５分 再 開 

○臨時議長（稲葉寿利議員） それでは、休憩前に引き続きまして、会議を開きます。 

 では、どなたか、御相談の結果の御報告をお願いいたします。 

○８番（萩野基行議員） 議長。 

○臨時議長（稲葉寿利議員） ８番 萩野基行議員。 

○８番（萩野基行議員） 今、相談させていただきました結果、荻田丈仁議員を議長に御

推挙したいと思います。 

○臨時議長（稲葉寿利議員） お聞きのとおり、議長に荻田丈仁議員をとの御推薦があり

ました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま推薦されました荻田丈仁議員を議長の当選人と定めることに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。よって荻田丈仁議員が議長に当選されました。 

 ただいま当選されました荻田丈仁議員が議場におられますので、本席から会議規則第 

１８条第２項の規定による告知をいたします。 

 荻田丈仁議員、議長就任の御挨拶をお願いいたします。 

○６番（荻田丈仁議員） 議長。 

○臨時議長（稲葉寿利議員） ６番 荻田丈仁議員。 

○６番（荻田丈仁議員） ただいま議長に御推挙いただきました荻田でございます。引き

続き議長職のほうを務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いします。 

 岳排事業に関しましては、本当に工業都市富士市にとって非常に重要な施設であること

は間違いありませんが、ただ、やはり主要工場はじめ紙産業業界は大変厳しい状況である

と、そのようなことも含め、引き続き議長職のほうで皆様と共に運営をしっかり取り組ま

せていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。ありがとうございまし

た。（拍手） 

○臨時議長（稲葉寿利議員） 荻田議長の挨拶を終わります。これで私の臨時議長の職務

を終わらせていただきます。 

 荻田丈仁議長、議長席へお着き願います。 
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（議長、議長席に着席） 

○議長（荻田丈仁議員） それでは、引き続き、お手元に配付してあります議事日程に従

い会議を続けます。 

                                     

日程第１ 議席の指定 

○議長（荻田丈仁議員） 日程第１ 議席の指定を行います。 

 議席は、会議規則第３条の規定により議長において指定いたします。 

 議席については、ただいま御着席願っております議席とし、その番号並びに議員氏名を

総務課長が報告いたします。 

○総務課長（根上忠記君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 総務課長。 

○総務課長（根上忠記君） それでは、議席の番号及び議員氏名を報告いたします。 

  １番 須 藤 秀 忠 議 員    ２番 芦 澤 秀 典 議 員 

  ３番 稲 葉 寿 利 議 員    ４番 吉 川 隆 之 議 員 

  ５番 鈴 木 幸 司 議 員    ６番 荻 田 丈 仁 議 員 

  ７番 長谷川 祐 司 議 員    ８番 萩 野 基 行 議 員 

  ９番 齋 藤 和 文 議 員   １０番 小 池 義 治 議 員 

 以上でございます。 

 すみません、今日、１番須藤秀忠議員、２番芦澤秀典議員、７番長谷川祐司議員は欠席

の旨の届出がありましたので報告いたします。 

 以上です。 

○議長（荻田丈仁議員） 報告を終わります。 

 ただいま報告いたしましたとおり、議席を指定いたします。 

                                     

日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（荻田丈仁議員） 日程第２ 会議録署名議員の指名でありますが、会議規則第 

３５条の規定により議長において指名いたします。 

 会議録署名議員に、 

４番   吉 川 隆 之 議 員 

５番   鈴 木 幸 司 議 員 

 以上２名を指名いたします。 
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日程第３ 会期の決定 

○議長（荻田丈仁議員） 日程第３ 会期の決定についてを議題といたします。 

 本定例会の会期は本日１日といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。よって本定例会の会期は本日１日と決定いたしました。 

                                     

日程第４ 副議長選挙について 

○議長（荻田丈仁議員） 日程第４ 岳南排水路管理組合議会副議長選挙を行います。 

 副議長選挙の方法について御意見を求めます。 

○９番（齋藤和文議員） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） ９番 齋藤和文議員。 

○９番（齋藤和文議員） 副議長につきましても、議長と同様に、富士市選出議員から選

出されておりますので、今回もそのようにお願いをしたいと思います。 

 なお、選出方法につきましても、指名推選によりお願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（荻田丈仁議員） ただいまお聞きのとおり、副議長については富士市選出議員の

うちから選出願い、選挙の方法は指名推選で行われたいとの御意見がありましたが、さよ

う決して御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認め、副議長については富士市選出議員のうちから選出願い、選挙の方法

は指名推選で行うことに決しました。 

 では、富士市選出の議員の方々は御相談を願います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時１１分 休 憩 

                                     

午前１０時１２分 再 開 

○議長（荻田丈仁議員） 休憩前に引き続きまして、会議を開きます。 

 では、どなたか、御相談の結果の御報告をお願いいたします。 

○８番（萩野基行議員） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） ８番 萩野基行議員。 

○８番（萩野基行議員） それでは、相談の上、長谷川祐司議員を副議長に御推挙いたし

ます。 
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○議長（荻田丈仁議員） お聞きのとおり、副議長に７番 長谷川祐司議員をとの御推薦

がありました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま推薦されました長谷川祐司議員を副議長の当選人と定めることに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。よって長谷川祐司議員が副議長に当選されました。 

 ただいま当選された長谷川祐司議員が議場におられませんので、本席から会議規則第 

１８条第２項の規定による告知を、後日、本人に文書でいたします。 

 それでは、ここで管理者から発言の申出がありますので、これを許します。 

○管理者（小長井義正君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 管理者。 

○管理者（小長井義正君） おはようございます。議員の皆様には、日頃から岳南排水路

の管理運営につきまして多大なる御理解、御協力を賜り、厚く御礼を申し上げる次第であ

ります。 

 それから、先ほど議長に就任をされました荻田丈仁議員、そして副議長に就任をされた

長谷川祐司議員には、また議長、副議長としての重責を全うしていただいて、今後ともな

お一層、岳南排水路の管理運営に御理解、御協力を賜りたいと思っています。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、本定例会に提案申し上げ、御審議を賜ります議案の大要につきまして御説明

を申し上げます。 

 初めに、報第１号専決処分の報告についてでありますが、岳南排水路管理組合議会の議

決及び同意を要する契約、財産の取得又は処分、賠償責任の免除等に関する条例の一部を

改正する条例制定につきまして専決処分いたしましたので、報告をするものであります。 

 次に、認第１号令和５年度岳南排水路管理組合会計歳入歳出決算認定についてでありま

すが、歳入が５億８,６８６万円余、歳出が５億５,４２１万円余であります。歳入を前年

度と比較しますと、１６７万円余、率にして０.３％の増となっております。これは財産運

用収入などが増加したことによるものです。 

 なお、各工場の岳南排水路使用に係る使用料収入は、前年度から１,１２７万円余、率に

して２.６％の減少となり、また、この使用料収入の基礎となります排水量につきまして

は、前年度から約８５９万立方メートル、率にして４.０％の減少となりました。 

 次に、歳出でありますが、前年度と比較しますと、１,５００万円余、率にして２.８％
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の増となっております。これは積立金などが増加したことによるものです。 

 なお、全ての事業は計画どおり執行することができました。今後も、当地域の産業振興

と環境保全のため、施設の維持管理になお一層の努力をしてまいる所存であります。 

 次に、議第４号令和６年度岳南排水路管理組合会計補正予算についてでありますが、歳

入歳出予算の総額にそれぞれ２６５万円を追加し、５億３,９６５万円とするものでありま

す。これは歳入におきまして前年度繰越金を追加するもので、歳出におきましては一般管

理費を追加するものであります。 

 次に、議第５号でありますが、人事案件でありますので、後ほど上程いたしました際、

改めて説明いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

 以上、上程案件につきまして、概要のみ申し上げましたが、御審議の上、議決を賜りま

すようお願い申し上げ、私からの説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（荻田丈仁議員） 発言を終わります。 

 引き続きまして、副管理者から、本会議に説明のため出席しております職員の紹介があ

りますので発言を許します。 

○副管理者（山田教文君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 副管理者。 

○副管理者（山田教文君） それでは、お手元に配付いたしてございますが、私から本定

例会に説明員として出席いたしております職員の紹介を申し上げます。 

 まず、事務局から紹介させていただきます。 

 局長の前嶋裕。 

○局長（前嶋 裕君） よろしくお願いします。 

○副管理者（山田教文君） 参事兼施設課長の天野則男。 

○参事兼施設課長（天野則男君） よろしくお願いします。 

○副管理者（山田教文君） 総務課長の根上忠記。 

○総務課長（根上忠記君） よろしくお願いいたします。 

○副管理者（山田教文君） 次に、当管理組合の構成市の関係部長として、富士市から上

下水道部長の勝又猛。 

○富士市上下水道部長（勝又 猛君） よろしくお願いいたします。 

○副管理者（山田教文君） 同じく産業交流部長の簑木真一。 

○富士市産業交流部長（簑木真一君） よろしくお願いいたします。 

○副管理者（山田教文君） 富士宮市から水道部長の日原文洋。 
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○富士宮市水道部長（日原文洋君） よろしくお願いいたします。 

○副管理者（山田教文君） 私、副管理者の山田教文でございます。 

 以上で紹介を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（荻田丈仁議員） 発言を終わります。 

                                     

日程第５ 報第１号専決処分の報告について 

○議長（荻田丈仁議員） 日程第５ 報第１号専決処分の報告についてを議題といたしま

す。 

 当局の報告を求めます。 

○局長（前嶋 裕君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 局長。 

○局長（前嶋 裕君） それでは、ただいま上程されました報第１号専決処分の報告につ

いて御説明いたしますので、議案書の１ページをお願いいたします。本件は、地方自治法

第１８０条第１項の規定に基づき専決処分を行った岳南排水路組合議会の議決及び同意を

要する契約、財産の取得又は処分、賠償責任の免除等に関する条例の一部を改正する条例

制定について、同条第２項の規定により報告をするものであります。 

 議案書の３ページ、併せて黄色の表紙、議案参考資料の１ページ、新旧対照表をお願い

いたします。改正内容につきましては、令和５年５月８日に公布をされました地方自治法

の一部を改正する法律により、本条例で引用する地方自治法の条項に移動が生じるため改

正をするものであります。 

 今回の改正は条番号が変わるのみで、内容に変更があるものではなく、構成市におきま

しても同様の改正が行われております。 

 なお、この条例は令和６年４月１日から施行しております。 

 報告は以上です。 

○議長（荻田丈仁議員） 当局の報告を終わります。 

 これから報第１号について質疑に入ります。―質疑もないようでありますので質疑を

終わります。 

 以上で報第１号専決処分の報告を終わります。 

                                     

     日程第６ 認第１号令和５年度岳南排水路管理組合会計歳入歳出決 

          算認定について 

○議長（荻田丈仁議員） 日程第６ 認第１号令和５年度岳南排水路管理組合会計歳入歳
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出決算認定についてを議題といたします。 

 決算内容について、当局の説明を求めます。 

○局長（前嶋 裕君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 局長。 

○局長（前嶋 裕君） 認第１号令和５年度岳南排水路管理組合会計歳入歳出決算認定に

ついて御説明いたします。 

 決算書の１ページをお願いいたします。令和５年度の歳入歳出決算は、歳入総額 

５億８,６８６万７,６９４円、歳出総額５億５,４２１万７,０７２円、歳入歳出差引残額

は３,２６５万６２２円となりました。 

 先ほど管理者から総括説明がありましたので、直ちに内容説明に入らせていただきま

す。なお、詳細につきましては、表紙が薄緑色の事業報告書を併せて御参照いただきます

ようお願いいたします。 

 歳入歳出決算の事項別明細書にて御説明いたしますので、決算書の６ページ、７ペー

ジ、併せて事業報告書の８ページ、９ページをお開きください。 

 歳入でありますが、１款使用料及び手数料は、予算現額４億２,０６４万円に対し、調定

額、収入済額ともに４億２,６９５万６,４１０円となり、歳入総額に占める使用料及び手

数料の割合は７２.８％であります。 

 このうち１項１目１節の使用料は、予算現額４億２,０４０万円に対し、調定額、収入済

額ともに４億２,６６８万３,４６０円となりました。 

 使用料は基本料金と従量料金の２部料金制で構成されております。基本料金の算定基礎

となる日量の許可排水量及び従量料金の算定基礎となる実績排水量について御説明いたし

ますので、事業報告書の１２、１３ページの別表－３、路線別排水量及び使用料金をお願

いします。上段の表中１行目の使用工場数は８６工場、そのうち稼働工場数は７７工場

で、年度内の増減はありませんでした。２行目の基本料金の算定基礎となる日量換算許可

量は、増減はなく１１１万２,２８９立方メートルでした。 

 中段の表、路線別排水量では、令和５年度は前年度より８５８万５,０３２立方メート

ル、４.０％の減の２億７９６万９,６８４立方メートルとなりました。これにより下段の

表中、使用料金の合計額は前年度と比べて１,１２７万４,７７８円、２.６％減の 

４億２,６６８万３,４６０円となりました。使用工場の多くを占める紙産業におきまし

て、衛生用紙は値上げ前の仮需要がありましたけれども、これ以外の紙類は、デジタル化

や軽量化の影響などで需要が低迷している状況でございます。本組合では、新たな休止や

廃止はなかったものの、一部の工場で生産体制の見直しなどがあったことにより排水量が
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減少しております。 

 決算書の６ページへお戻りください。２節占用料は、調定額、収入済額ともに 

２７万２,９５０円で、電柱や電線類の埋設等２０件の敷地占用料であります。 

 次の２款財産収入１項１目利子及び配当金は、岳南排水路基金及び職員退職手当基金の

運用に伴う利子等の収入で、予算現額６,７７９万円に対し、調定額、収入済額ともに 

６,７７８万９,４４３円となりました。内訳でありますが、運用による利子等は、岳南排

水路基金が６,７２２万４,４４３円、職員退職手当基金が５６万５,０００円であります。

補正予算は、岳南排水路基金の債券売却等による運用基金の増に伴い 

２,３５３万２,０００円を増額しています。 

 ２項１目物品売払収入は、予算現額１,０００円に対し、調定額、収入済額ともに 

２万６８０円で、人孔改修で撤去した鉄蓋の売払いなどによるものです。 

 ３款繰入金は、岳南排水路基金からの繰入れで、予算現額４,６００万円に対し、調定

額、収入済額ともに４,６００万円であります。補正予算は、前年度からの繰越金が当初見

込みを上回ったことなどに伴い５００万円を減額しています。 

 ４款繰越金は、前年度の決算確定に伴い１,５９８万５,０００円の増額補正を行ったこ

とによる予算現額４,５９８万５,０００円に対し、調定額、収入済額ともに 

４,５９８万５,５４５円となりました。 

 ５款諸収入２項１目雑入は、予算現額１０万円に対し、調定額、収入済額ともに 

１１万５,６１６円で、市町職員研修事業への参加に対する助成金７万２,０００円が主な

ものであります。 

 以上、歳入の合計は、予算現額５億８,０５１万７,０００円に対し、調定額、収入済額

ともに５億８,６８６万７,６９４円で、不納欠損額、収入未済額はありませんでした。 

 決算書の１０、１１ページ、併せて事業報告書の１４、１５ページをお願いします。歳

出になります。 

 １款議会費は、予算現額４２万円に対し、支出済額３５万６,５２０円で、執行率は 

８４.９％、６万３,４８０円が不用額となりました。 

 内訳でありますが、備考欄１、報酬費は、管理組合議会議員の報酬３０万９,０００円、

２、事務局運営経費４万７,２５０円は、定例会２回、臨時会１回の開催に係る所要経費で

あります。 

 ２款総務費は、予算現額４億９,７８４万２,０００円に対し、支出済額は 

４億８,１０３万２,１２０円で、執行率は９６.６％、１,６８０万９,８８０円が不用額と

なりました。 
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 １項１目一般管理費は、予算現額１億３,８３１万２,０００円に対し、支出済額 

１億３,５７６万６,００４円で、執行率は９８.２％、２５４万５,９９６円が不用額とな

りました。 

 内訳の主なものとしまして、備考欄１の給与費１億６８５万１,２２１円は、一般職１３

人、パートタイム会計年度任用職員２人の給与など、３の事務管理費５９０万７,８２３円

はシンクライアント利用負担金など事務運営に係る経費、４、財産管理費 

８３９万５,８７９円は庁舎、車両、用地の管理などに係る所要経費であります。 

 ５の公租公課費１,３９５万７,６００円は、消費税及び地方消費税の前年度確定申告分

と令和５年度の中間申告分となります。補正予算でありますが、消費税の確定に伴う公課

費が６０２万７,０００円の増、また、給与改定や職員の構成変動などに伴い 

２００万４,０００円の増となり、合計８０３万１,０００円を増額しております。 

 予備費の充用としまして、消費税の確定申告の不足額として２６節公課費へ 

４２万９,０００円を充用しております。 

 ２項施設管理費、次のページの１目排水管理費は、予算現額１７１万７,０００円に対

し、支出済額１４０万６,１０６円で、執行率は８１.９％、３１万８９４円が不用額とな

りました。 

 内訳でありますが、備考欄１の１、水質調査費２６万１,７１２円は、各路線の水質調査

に係る経費で、２、硫化水素調査費１１４万４,３９４円は、管路内のコンクリート腐食の

原因となる硫化水素の濃度の調査に係る経費であります。 

 ２目下水道管理費は、予算現額５,１１５万５,０００円に対し、支出済額は 

４,８８３万９,０５６円で、執行率は９５.５％、不用額２３１万５,９４４円となりまし

た。 

 内訳でありますが、備考欄１の１、維持補修費２,２９２万９,５００円は、鉄蓋付け替

え等の人孔整備や管路補修工事などで、２、保守点検費２,４６８万８,４００円は、夏季

工場排水流入禁止の期間に実施するＴＶカメラや目視による管内点検調査作業委託やゲー

ト点検整備業務委託などであります。３、下水道管理事務費１２２万１,１５６円は、管理

事務にかかる所要経費になります。 

 ３目ポンプ場管理費は、予算現額４,０８２万６,０００円に対し、支出済額は 

３,８３９万９,１７８円で、執行率は９４.１％、２４２万６,８２２円が不用額となりま

した。 

 内訳でありますが、備考欄１の１、維持補修費３６万３,０００円は、ポンプ場の入口ゲ

ート補修工事で、２、保守点検費３,３６４万２,４００円は、運転管理業務や電気工作物
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保安管理業務などで、３のポンプ場管理事務費４３９万３,７７８円は、光熱水費など経常

的な経費であります。補正予算でありますが、電気料の減に伴い、需用費４００万円を減

額しています。 

 ３項施設維持改良費１目施設改良費は、予算現額２億６,５８３万２,０００円に対し、

支出済額は２億５,６６２万１,７７６円で、執行率は９６.５％、９２１万２２４円が不用

額となりました。管渠施設の長寿命化、耐震化のための更生工事など施設の維持保全に要

する経費となります。 

 内訳でありますが、備考欄１の１、保全対策事業費２億４,８２３万３,７００円は、管

渠更生工事７件、岳南１号第７排水路舗装工事などで、２、管渠施設事務費 

１０６万２,０７６円は、工事執行に係る所要経費であります。 

 ２の１、保全対策事業費７３２万６,０００円は、ポンプ場建屋の防水扉設置工事などで

あります。補正でありますが、市契約検査課による対象工事の増に伴い、負担金７万円を

増額しています。 

 ３款公債費１項１目利子は、予算現額３万９,０００円に対し、支出済額は 

３万８,９８９円で、執行率は９９.９％、１１円が不用額となりました。当会計において

一時的に歳入不足が生じる期間に岳南排水路基金から繰替運用したことによる利子額にな

ります。補正でありますが、運用利率の上昇などに伴い、２万９,０００円を増額していま

す。 

 次のページ、４款諸支出金の１項１目岳南排水路基金積立金は、予算現額 

６,７２２万５,０００円に対し、支出済額６,７２２万４,４４３円となりました。 

 内訳でありますが、保有している債券の利子４,４８６万２,３１７円のほか、売却差益

２,２３１万７,１１０円、繰替運用に伴う利子３万８,９８９円などを基金として積み立て

ました。補正でありますが、債権売却差益等により運用損益が当初の見込みを上回ったこ

とにより、２,３５３万２,０００円を増額しています。 

 ２目職員退職手当基金積立金は、予算現額５５６万５,０００円に対し、支出済額は同額

で、保有している債券の利子５６万５,０００円と積立金５００万円を基金として積み立て

ました。 

 ここで基金の年度末現在額を御説明いたしますので、事業報告書の２５ページ、別表－

５、基金運用状況をお願いします。 

 １、岳南排水路基金は、表の着色部になりますが、前年度末現在高 

３２億８,１８１万６,６９６円に運用損益６,７２２万４,４４３円を積み増す一方で、 

４,６００万円を取り崩したことにより、決算年度末現在高は３３億３０４万１,１３９円
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となりました。下の表に運用差益の内訳、その下に基金の預金状況ですが、１行目の別段

預金が１億１,０８６万１４９円、債券は、表の下から２行目になりますけれども、２７本

で、額面総額３２億２,０００万円の債券をこれまでに３１億９,２１８万９９０円で購入

してきました。 

 ２、職員退職手当基金は、前年度末現在高５,２９８万７,２３４円に運用差益 

５６万５,０００円と積立金５００万円を積み立てまして、決算年度末現在高は 

５,８５５万２,２３４円となりました。基金預金状況は、別段預金が８５５万２,２３４

円、債券が１本、額面５,０００万円を保有しています。 

 ここで決算書の１４、１５ページにお戻りください。５款予備費は、予算現額 

９４２万６,０００円で、同額が不用額となりました。 

 補正でありますが、予算調整のため、２度の補正で差引き６８５万５,０００円を増額し

ています。 

 以上、歳出の合計は、予算現額５億８,０５１万７,０００円に対し、支出済額 

５億５,４２１万７,０７２円で、不用額は２,６２９万９,９２８円となりました。 

 決算書の１６ページ、実質収支に関する調書をお願いします。歳入総額は 

５億８,６８６万８,０００円、歳出総額は５億５,４２１万８,０００円、歳入歳出差引額

は３,２６５万円となり、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、同額が実質収支額

となります。 

 １７、１８ページ、財産に関する調書をお願いします。１の公有財産（１）土地及び建

物でありますが、行政財産、普通財産ともに増減はなく、行政財産１万７,１００.７４平

方メートル、普通財産は１万８,１２５.９６平方メートルとなりました。建物につきまし

ても増減はなく、９９９.９３平方メートルであります。 

 １９、２０ページをお願いします。下段、（２）物権につきましても、増減はなく、地上

権設定用地が４,２６３.６８平方メートルです。 

 ２１ページの２、物品につきましては、１品の減があり、２６件であります。 

 ２２ページの３、施設（管きょ）は、増減はなく、３万８,３９２.５９メートルとなり

ました。 

 ２３ページの４、基金でありますが、先ほど御説明しましたとおり、（１）岳南排水路基

金の決算年度末現在高は、前年度末より２,１２２万４,４４３円の増の 

３３億３０４万１,１３９円、（２）職員退職手当基金の決算年度末現在高は、前年度末よ

り５５６万５,０００円増の５,８５５万２,２３４円となりました。 

 以上で認第１号令和５年度岳南排水路管理組合会計歳入歳出決算認定についての説明を
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終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（荻田丈仁議員） 当局の説明を終わります。 

 次に、監査の結果について監査委員の報告を求めます。 

○代表監査委員（髙橋富晴君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 代表監査委員。 

○代表監査委員（髙橋富晴君） 御指名がありましたので、令和５年度岳南排水路管理組

合会計歳入歳出決算及び基金運用状況等の審査結果について御報告申し上げます。 

 審査は令和６年８月５日に実施し、審査に当たりましては、歳入歳出決算書、同事項別

明細書、実質収支に関する調書、基金運用状況及び会計書類が、地方自治法等関係法令に

準拠して作成されているか確認するとともに、決算数値の照合を行いました。その結果、

決算書及び附属関係書類等はいずれも関係法令に準拠して作成されており、計数は関係諸

帳簿と符合し、また、予算の執行、財産の管理、基金の運用状況等につきましても適正で

あり、事務事業の執行も所期の目的に沿ったものと認められました。 

 これらの審査結果につきましては、お手元に配付の令和５年度岳南排水路管理組合会計

決算審査意見書にお示ししてありますので、御参照くださるようお願いいたします。 

 決算数値の詳細につきましては、先ほど事務局より説明がありましたので、私からは省

略させていただきます。 

 使用工場の多くを占める紙産業においては、衛生用紙以外の紙、板紙の需要が低迷して

いる中、生産体制の再構築を進め、衛生分野などへの事業転換、環境、社会ニーズに合わ

せた新規事業への取組を強化していますが、事業環境は厳しい状況が続いております。ま

た、岳南排水路管理組合におきましても、管渠の状態を監視し、目標耐用年数を延ばすよ

う努めることにより支出を抑制し、５年度は数年ぶりに実質単年度収支が黒字となりまし

たが、依然、基金の運用益によるところが大きく、使用料収入のみでは経費を賄えない状

況が続いております。今後さらに、物価上昇等による人件費、維持管理経費の増加が見込

まれるため、厳しい財政運営を強いられると思いますが、引き続き効率的な業務執行に努

めるとともに、ストックマネジメントによる計画的な施設の維持、改築を行われるよう要

望し、令和５年度岳南排水路管理組合会計歳入歳出決算及び基金運用状況等の審査の報告

といたします。 

○議長（荻田丈仁議員） 監査委員の報告を終わります。 

 これから認第１号について質疑に入ります。 

○３番（稲葉寿利議員） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） ３番 稲葉寿利議員。 
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○３番（稲葉寿利議員） すみません、稼働工場数は、８６工場のうち７７工場が稼働し

ているということでございますけれども、今、監査委員さんのほうからの報告があったよ

うに、工場自体がいろいろ転換をしていく中で、減っていく可能性があるんじゃないかと

いうふうに考えられます。それと管渠の状態を監視し、といっても耐用年数を超えて何と

かもたせていこうという考えでいるわけですけれども、当然耐用年数というものはあるわ

けで、その辺にかかるお金、また、減っていく工場数ということを考えると、今後のこの

岳南排水路管理組合自体の存続ということまで将来は影響してくるんじゃないかというふ

うに考えられますが、当局はその辺まで含んでどのようなお考えというか、今後の展開を

考えているのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○局長（前嶋 裕君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 局長。 

○局長（前嶋 裕君） 今、稲葉議員から、今後の存続についての御質問がございまし

た。おっしゃるとおり、工場の数が一時期の半分近くになって、排水量も半分近くなって

いるということで、危機感を持っているということは事実でございます。現在、第７期計

画ということで５年計画の期間で執行しているんですけれども、その中でも持続可能な組

合事業の経営ということを掲げまして実行しているところでございます。それには適正な

維持管理が必要だということで行っているんですけれども、現在、ストックマネジメント

ということで、先ほどございましたけれども、それに力を入れているところでございま

す。 

 これは施設の財産の管理なんですが、調査から分析、それで維持、修繕、補修、管渠更

生までということで行っているんですけれども、現在のうちの施設の状況を言いますと、

耐震化が、施設の改良が終わっていないところがまだまだございまして、それが１４キロ

ぐらいございます。それをまず優先して行っているんですけれども、それには、単純に 

１４キロありますと、現在、３００メートルぐらいずつしか工事ができませんので、 

四十数年かかるような状況でございます。 

 その中で、改築ではそれをまず優先してやっているんですが、昨年度、実は目標耐用年

数というのがあるんですが、標準耐用年数というのは国が言われているのは５０年。現在

は、国の研究機関があって、７３年と考えられるということで、今７３年を、ここ数年使

っているんですけれども、昨年度の委託で、それを１００年に延ばしても、これまでの施

設の維持管理の状況から見て１００年に延ばせるよというようなところもございまして、

その管の維持修繕については、もう少し余裕を持って算出できるのかなというふうに考え

ております。今年度、ストックマネジメントの見直しを、その辺を行っていく予定です。 
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 あとは歳入のほうですけれども、やはりどうしてもここ５年間、コロナの前に比べると

大分落ち込みまして、国内で見ますと、国の紙の生産量が１６％減しているというふうに

言われています。市内のほうも、実は５年間で印刷用紙などは５１％減がありました。衛

生用紙は１８％増ということで、５年間だと全体では、全国的な数字と比べてもそんなに

落ち込んでいるわけではないですけれども、令和５年度につきましては前年度から４％減

ということで、これが３工場で機械の停止がございまして多くなったというところがござ

います。 

 今年度につきましては、半年たつんですが、あまり昨年度から変わらないような状況が

ございます。それが続けばいいんですが、やはり全体的には、５か年計画でも３％前後減

っていくんじゃないかということで、実際には、ここ何年か見ますと、２％ぐらいの減な

のかなというふうには見ているんですけれども、それにしてもしばらく減が続くのかなと

思います。 

 そういう中で、基金が今３３億あるんですが、それを運用して４,０００万から 

５,０００万確保して、それ以外、昨年度は売却益があったのでプラス２,０００万ぐらい

あったので、６,０００万ぐらいございましたけれども、それがうまく続けばしばらくは、

数年は基金をなるべく崩さずに、３０億をキープしたいものですから残り３億ぐらいある

ので、いけるのかなと思っているんですけれども、いずれにしても全体的に下がってくる

のは間違いないものですから、今、８年度までを５か年計画として見込んでいるんですけ

れども、９年度以降の５か年計画を、やはり今年度、来年度で決めていかなきゃならない

ものですから、そのあたりで収支、出るほうをどうやって分析して抑えるかということ

と、入ってくるほうがなかなか増額は難しいものですから、それを新たな何か財源ですけ

れども、なるべく支出を抑えるような方法というのを考えたいなというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○３番（稲葉寿利議員） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） ３番 稲葉寿利議員。 

○３番（稲葉寿利議員） 監査委員さんの意見書の中でも、使用料収入のみでは経費は賄

えないということを指摘されています。実際問題、この岳南地区というのは、製紙業界と

いうか、製紙でもってきているようなところがあるわけですけれども、その製紙がちょっ

と低迷してきているということになると、ますますやっぱりこの岳南排水路管理組合の運

営というものは厳しくなるのかなというふうに思っています。 

 それと管路自体の老朽化というのは、実際、この岳南排水路管理組合自体にすごく重荷
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になってくるんじゃないかなというふうに感じています。というのは、管路が老朽化し

て、そこから漏れているとかという話を聞くのもあるんです。やたら道路がガタガタし

て、これ、今に落ちるぜなんていう話も僕のところに来たりしているんですけれども、そ

の辺を含めた中で、しっかりと管路の整備というのをしていかないと、いつか大きな事故

になって、道路が陥没しちゃって、車が落ちてなんていうことになっては困るものですか

ら、しっかりとその辺は見ていただくということを含めた中で、いかに使用料収入を増や

さなきゃならないけれども増やせない。では、どこからそのお金を持ってくるかとしっか

りと考えた中で運営していただかないと、何か岳排の将来が暗いなというふうに感じるわ

けであります。ぜひその辺を含めた中で、５か年計画、また１０年先、１５年先まで全体

的に考えた中での運営方法を今後考えていっていただきたいということを要望しておきま

す。これは要望で結構です。 

○８番（萩野基行議員） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） ８番 萩野基行議員。 

○８番（萩野基行議員） ちょっと重なる部分もあると思うんですけれども、今お話の中

で、出を分析して抑えていくというようなお話とか、耐用年数を延ばすように努めている

というようなお話があったんですけれども、そのような中で、これは２款３項１目です

か、事業報告書の１７ページの施設改良費の中の保全対策事業費で管路施設劣化予測業務

委託というのがあるんですけれども、これをやられていて今年度どのようなことが分かっ

たのかという部分と、それに対してどのように進めていくのか、その辺をお伺いしたいと

思います。 

○局長（前嶋 裕君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 局長。 

○局長（前嶋 裕君） 萩野議員からございました管路施設劣化予測業務委託ですけれど

も、先ほどと同じなんですけれども、これまで７３年の目標耐用年数ということで、数

年、その計画を基に７３年を目指してやってきたところなんですが、昨年度、過去２０年

ぐらいの維持修繕を行ったデータがございますので、それを業務委託で専門のコンサルに

出しまして、それについて分析をしていただきました。これまで昭和２６年からもう大

分、７０年以上たっている管もあるんですけれども、丁寧に維持管理してきたということ

で、割と状態はいいということで分析されています。 

 実は私も７月の夏季点検のときに中に入らせていただいたんですが、数箇所入りました

けれども、数十年たっている割には、コンクリートの劣化ですとか、例えば鉄筋が飛び出

ているとかそういうこともなく、普通に健全に流れるのかなというような印象でございま
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した。そういったこともありまして、専門のコンサルからは、７３年から１００年の目標

耐用年数ということで、そこまで施設がもつのではないかということで結果としてまとま

っておりまして、私たちもそれが妥当かなというふうに思います。 

 それを基に、今年度、ストックマネジメントの計画もございますけれども、それに反映

させて、例えばこれまで年間何メーター幾らしかできなかったものが、それが７３年から

１００年になることによって、倍まではいかないですけれども、長くこれから管が存続で

きるのでないかということで考えていますので、１つ目の内容はそのような内容でした。 

 ２つ目のどうやって生かしていくかということですけれども、ストックマネジメント計

画の中で、今年度、それを生かして、実際いつまでに幾らかかるかというような金額も出

るものですから、それを見ながら今後の来年度予算ですとか再来年度の予算、それから、

先ほどありましたけれども、５か年の財政収支計画に反映させていきたいなというふうに

考えております。 

 以上です。 

○８番（萩野基行議員） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） ８番 萩野基行議員。 

○８番（萩野基行議員） あとは、先ほどの稲葉議員のお話とほぼ一緒なんですけれど

も、収入が限られた中で、今回は管を７３年から１００年に耐用年数がということで、補

修する費用がちょっと抑えられたのかなと。その分を別のところにも向けられる、また、

コストを抑えていくという部分でできるというお話だったので、それを今後うまく活用し

ていただいて、この岳南排水路管理組合の運用にしっかり反映させていただければと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（荻田丈仁議員） 質疑を終わります。 

 これから討論に入ります。―討論を終わります。 

 これから採決に入ります。 

 認第１号令和５年度岳南排水路管理組合会計歳入歳出決算認定については原案どおり認

定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。よって認第１号は原案どおり認定されました。 

                                     

     日程第７ 議第４号令和６年度岳南排水路管理組合会計補正予算に 

          ついて（第１号） 
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○議長（荻田丈仁議員） 日程第７ 議第４号令和６年度岳南排水路管理組合会計補正予

算（第１号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

○局長（前嶋 裕君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 局長。 

○局長（前嶋 裕君） 議第４号令和６年度岳南排水路管理組合会計補正予算（第１号）

について御説明いたします。 

 議案書の６ページをお願いいたします。令和６年度岳南排水路管理組合会計補正予算

（第１号）は、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２６５万円を追加して、

補正後の総額を歳入歳出それぞれ５億３,９６５万円とするものであります。 

 先ほど管理者から総括説明がありましたので、直ちに内容説明に入らせていただきま

す。 

 事項別明細書にて御説明いたしますので、１０、１１ページをお願いいたします。２、

歳入でありますが、４款１項１目の前年度繰越金は、決算の確定に伴いまして、補正前の

額３,０００万円に２６５万円を追加し、補正後の額を３,２６５万円とするものでありま

す。 

 １２、１３ページをお願いいたします。３、歳出でありますが、２款総務費１項総務管

理費１目一般管理費は、補正前の額１億３,３２７万７,０００円に２８７万３,０００円を

追加し、補正後の額を１億３,６１５万円とするもので、令和５年度課税期間分の消費税額

が確定したことに伴う増であります。 

 ５款１項１目予備費は、補正前の額３００万円に２２万３,０００円を減額し、補正後の

額を２２７万７,０００円とするもので、年度途中の調整予算として補正をお願いするもの

です。 

 以上で第４号令和６年度岳南排水路管理組合会計補正予算（第１号）についての説明を

終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（荻田丈仁議員） 当局の説明を終わります。 

 これから議第４号について質疑に入ります。―質疑もないようでありますので、質疑

を終わります。 

 これから討論に入ります。―討論なしと認め、討論を省略いたします。 

 これから採決に入ります。 

 議第４号令和６年度岳南排水路管理組合会計補正予算（第１号）については原案どおり

決することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。よって議第４号は原案どおり可決されました。 

                                     

     日程第８ 議第５号岳南排水路管理組合監査委員の選任につき同意 

          を求めることについて 

○議長（荻田丈仁議員） 日程第８ 議第５号岳南排水路管理組合監査委員の選任につき

同意を求めることについてを議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定により、９番齋藤和文議員の退席を求めます。 

（９番 齋藤和文議員 退席） 

 本案について、管理者の説明を求めます。 

○管理者（小長井義正君） 議長。 

○議長（荻田丈仁議員） 管理者。 

○管理者（小長井義正君） 議第５号岳南排水路管理組合監査委員の選任につき同意を求

めることについて、提案理由を説明申し上げます。 

 このたび御同意を賜りたい監査委員は、議員のうちから選任される委員であります。 

 先般、管理組合議会議員の任期満了に伴い、同時に議員のうちから選任される監査委員

が欠員となっております。これによりまして、組合規約第１１条第２項の規定により後任

委員を選任したく、御同意を得ようとするものであります。 

 御提案申し上げました富士宮市上条７２９番地の１、富士宮市議会議員齋藤和文氏は、

前任委員としてその職務と責任を全うされており、議員のうちから選任する監査委員とし

て最も適任であると存じます。何とぞ議員各位の御同意を賜りますようお願いを申し上げ

まして、提案理由の説明といたします。 

 以上であります。 

○議長（荻田丈仁議員） 説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は人事に関することでありますので、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行いたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。よって直ちに採決に入ります。 

 議第５号岳南排水路管理組合監査委員の選任につき同意を求めることについては原案ど

おり同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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 御異議なしと認めます。よって議第５号は原案どおり同意されました。 

 ９番齋藤和文議員の入場を求めます。 

（９番 齋藤和文議員 入場） 

 以上をもちまして、本定例会に付議されました事件は全て終了いたしました。よって本

日の会議を閉じ、岳南排水路管理組合議会定例会を閉会いたします。 

午前１１時４分 閉 会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定に基づき署名する。 

 

 

 

  令和７年１月１０日 

 

 

 

 

臨 時 議 長       稲  葉  寿  利 

 

 

 

議     長       荻  田  丈  仁 

 

 

 

会議録署名議員       吉  川  隆  之 

 

 

 

会議録署名議員       鈴  木  幸  司 

 

 

 

 


